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No.440 イノシシがふえた！

イノシシは明治
め い じ

時代
じ だ い

には富山県に生息
せいそく

していまし

たが、その後長い間生息していませんでした。しか

し、1990 年代から富山県の隣
となり

の石川県、岐阜県
ぎ ふ け ん

か

ら、2000 年代の中
なか

頃
ごろ

から新潟県
にいがたけん

から入り、現在
げんざい

で

は、県内
けんない

の里山から山地
さ ん ち

に広く分布するようになり

ました（図、写真）。標高
ひょうこう

1200m 程の有
あり

峰
みね

でもイ

ノシシが土を掘
ほ

り返
かえ

してエサを探
さが

した穴
あな

があちこ

ちでみられ、立山
たてやま

黒部
く ろ べ

アルペンルート沿いでもみら

れるようになっています。イノシシは再び 50種
しゅ

ほど

いる富山のほ乳類
にゅうるい

の一員
いちいん

になったといえます。

田畑
た は た

の被害
ひ が い

も多くあり、山すそや山あいの集落
しゅうらく

では、水田
すいでん

をころげまわったり、稲穂
い な ほ

を食べたり（写

真）、サツマイモなどの畑
はたけ

の作物
さくもつ

を食べたりしてい

ます。イノシシの進入
しんにゅう

を防
ふせ

ぐため、多くの地域
ち い き

で

水田や畑のまわりに電気
で ん き

柵
さく

（イノシシの体がふれる

と電気が流れる）が張
は

りめぐらしてあります。

里山
さとやま

では集落の人口が減
へ

り、周辺
しゅうへん

の田畑
た は た

は放置
ほ う ち

されているところが多くなり、そこには草がはえイ

ノシシが生活しやすくなっています。また、1987

年冬以降
い こ う

は里山の積雪
せきせつ

が少なくなり、冬もイノシシ

がすみやすくなっています。メスは 4 頭ほどの子を

産
う

み、産まれて 1、2 年でメスは子を産むことがで

きます。このようなことがイノシシが増えた原因
げんいん

だ

と思われます。ニホンジカも増えつつあり、野生
や せ い

動物
どうぶつ

とのつきあいかたを考える時代
じ だ い

になってきて

います。 （南部久男）

イノシシの分布
ぶ ん ぷ

の変化
へ ん か

。南部(2002)と富

山県動物生態研究会(2013)より作図。

林道
りんどう

にでてきたイノシシの親子
お や こ

（上）と水

田に進入したイノシシ（下）


